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ー
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厚
労
省
が「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス・

健
康
経
営
を
推
進
す
る
た
め
の

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
公
表

健
康
ト
レ
ン
ド
ワ
ー
ド

キ
ャ
リ
ア
シ
ョ
ッ
ク

法
律
相
談
Ｑ
＆
Ａ

業
務
時
間
外
や
休
日
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

業
務
指
示
を
す
る
こ
と
に
問
題
な
い
か
？
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健康経営の
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日本の新しい健康インフラになる
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弊
社
は
去
る
６
月
22
日
、
健
康
経
営

の
推
進
を
テ
ー
マ
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東
京
駅
大
手
町
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
開
催
。
企
業
の
人
事
・
労
務
担

当
者
を
中
心
と
す
る
１
５
６
人
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
を
皮
切

り
に
、
弊
社
は
Ｅ
Ａ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
に
と

ど
ま
ら
ず
、
健
康
経
営
の
サ
ポ
ー
ト
へ

と
事
業
内
容
を
拡
大
し
て
い
く
。

　
従
業
員
の
健
康
保
持
・
増
進
を
重
要

な
経
営
課
題
の
一
つ
と
と
ら
え
、
戦
略

的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
収
益
の
向

上
や
企
業
の
存
続
を
担
保
す
る
健
康
経

営
（
※
１
）
に
、
昨
今
、
ま
す
ま
す
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
弊
社
代
表
取
締

役
社
長
・
砂
原
健
市
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
学
識
者
と
健
康
経
営
を
実
践
す
る

企
業
の
担
当
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
政
策
側

面
と
実
践
側
面
に
つ
い
て
講
演
。
ま
た

最
後
に
、
弊
社
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
日

當
勝
弘
が
、
職
場
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
述
べ
た
。
以
下
、
そ
の
内
容
を

紹
介
す
る
。

健
康
経
営
の
推
進
者
が
語
る

健
康
経
営
の

政
策
側
面
と
実
践
側
面

ティ
ー
ペッ
ク
株
式
会
社
主
催

健
康
経
営
推
進

セ
ミ
ナ
ー
レ
ポ
ー
ト

健康経営の目的・意義

現在の健康経営に関する
具体的な取り組み

今後取り組みたい
健康経営に関する取り組み

今年度「健康経営」もしくは
「ホワイト500」の取得を目指すか？

セミナー参加者のアンケート集計

※1健康経営®は、NPO法人
健康経営研究会の登録商標。
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講
演
①

健
康
経
営
を
推
進
し	

“
生
涯
現
役
社
会
〟を
構
築

　
少
子
高
齢
化
に
よ
り
生
産
年
齢
人

口
が
減
少
す
る
中
で
、
従
業
員
一
人

ひ
と
り
の
生
産
性
の
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
健
康
で
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で

き
る
組
織
づ
く
り
が
カ
ギ
と
な
る
。

　
森
先
生
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
説

明
し
た
う
え
で
、「
健
康
経
営
を
推

進
す
る
意
義
は
、
た
だ
単
に
医
療
費

を
抑
制
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
業
員
の
生
産
性
と
健
康
意
識
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
で
企
業
の
評
価
を
高

め
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
活
性
化
す
る
と
い

う
波
及
効
果
を
狙
い
、最
終
的
に〝
生

涯
現
役
社
会
〟を
目
指
す
と
い
う
こ

と
で
す
」と
述
べ
た
。

　
健
康
経
営
に
取
り
組
む
目
的
の
選

択
肢
に
は
、
主
に
次
の
３
つ
が
あ
る

と
紹
介
。

①
健
康
経
営
企
業
と
し
て
評
価
さ
れ

る
こ
と
（
健
康
経
営
銘
柄
や
健
康

経
営
優
良
法
人
に
認
定
さ
れ
る
な

ど
）
に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

得
る

②
従
業
員
の
健
康
増
進
に
よ
っ
て
、

企
業
の
利
益
を
高
め
る

③
企
業
の
利
益
と
従
業
員
の
健
康
の

総
和
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
企
業
の
長
期
的
な
発
展
性
を

高
め
る

　
こ
の
な
か
で
、
最
も
望
ま
し
い
選

択
肢
は
③
だ
と
し
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
、
「
健
康
増
進
の
取
り
組
み
は

目
に
見
え
た
成
果
を
上
げ
る
ま
で
３

～
５
年
は
か
か
り
ま
す
。
最
初
か
ら

リ
タ
ー
ン
狙
い
で
行
っ
て
い
た
ら
、

成
果
が
見
え
る
の
を
待
た
ず
し
て
や

め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
語
り
、
健
康
経
営
は
、
長
期

的
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
取
り
組
む
も

の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

健
康
経
営
に
取
り
組
め
ば	

業
績
が
上
が
る
の
か

　

経
営
者
が
健
康
経
営
に
つ
い
て

最
も
興
味
が
あ
る
の
は
、「
企
業
業

績
が
上
が
る
の
か
」と
い
う
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
健
康
経
営
へ
の

関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
日
本
で

は
、
成
果
を
図
る
指
標
や
エ
ビ
デ
ン

ス
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現

在
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況

だ
。
し
か
し
欧
米
諸
国
で
は
早
く
か

ら
、
従
業
員
の
健
康
と
生
産
性
を
同

時
に
管
理
す
る
考
え
方
が
注
目
さ
れ

て
お
り
、
す
で
に
多
く
の
調
査
・
研

究
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　
本
講
演
で
森
先
生
は
、
健
康
経
営

の
成
果
に
関
す
る
次
の
調
査
結
果
を

紹
介
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ

ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
、
自
社
グ

ル
ー
プ
の
世
界
２
５
０
社
、
約

11
万
４
千
人
に
健
康
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
、
投
資
に
対
す
る
リ

タ
ー
ン
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
健

康
経
営
へ
の
投
資
１
ド
ル
に
対
し

て
、
３
ド
ル
分
の
投
資
リ
タ
ー
ン
が

あ
っ
た（
図
表
１
）。
ま
た
、
米
国

産
業
医
学
会
の
優
良
健
康
経
営
賞

受
賞
企
業（C

orporate H
ealth 

A
chievem

ent A
w

ard

：
Ｃ
Ｈ

Ａ
Ａ
）に
選
ば
れ
た
企
業
群
の
株
価

は
、
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０（
ア
メ
リ
カ
の

代
表
的
な
株
価
指
数
）と
比
較
し
て

も
、
株
価
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
よ

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
日
本
に
お
い
て
も
、
健
康

経
営
度
調
査
の
評
価
結
果
上
位
20
％

の
企
業
の
株
価
時
価
総
額
が
、
Ｔ
Ｏ

Ｐ
Ｉ
Ｘ（
東
証
株
価
指
数
）を
上
回
る

水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る（
※
３
）。

　
こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
森
先
生

は
、
業
績
が
よ
い
か
ら
健
康
経
営
に

森 晃爾先生
産業医科大学

産業生態科学研究所
産業保健経営学 教授

成
果
の
上
が
る
健
康
経
営
の
進
め
方

産
業
医
科
大
学
教
授
で
、
健
康
経
営
度
調
査
基
準
検
討
委
員
会
（
※
２
）
の
座
長
を
務
め
る
森
先
生
は
、
産
学
連
携
と
い
う
枠
組
み
に
お
い
て
、

健
康
経
営
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
、
取
り
組
み
の
課
題
、
目
指
す
ゴ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

健
康
経
営
推
進
セ
ミ
ナ
ー

取
り
組
む
の
か
、
健
康
経
営
に
取
り

組
む
か
ら
業
績
が
よ
い
の
か
、
因
果

関
係
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と

し
た
う
え
で
、「
い
ず
れ
に
し
て
も
、

従
業
員
の
健
康
に
対
し
て
投
資
す
る

企
業
は
従
業
員
の
こ
と
を
す
ご
く
大

事
に
し
て
い
て
、
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
当

然
、
長
期
に
わ
た
り
存
続
、
発
展
す

る
の
で
は
」と
の
考
え
を
示
し
た
。

健
康
だ
か
ら
こ
そ	

人
的
資
源
を
活
用
で
き
る

　
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
有
能
な

「
人
財
」を
新
た
に
確
保
す
る
こ
と
が

ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
現
在
雇
用
し
て
い
る
従
業
員

の
健
康
に
投
資
す
る
意
義
の
大
き
さ

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　
森
先
生
は
、
従
業
員
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
資
源
に
つ
い
て
図
表
２
を
示
し

な
が
ら
、「
こ
れ
ま
で
企
業
は
若
く
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報
酬
に
は
、
昇
給
や
昇
進
、
表
彰

な
ど
の「
外
発
的
報
酬
」と
、
自
分
の

価
値
が
上
が
っ
た
り
仲
間
か
ら
信
頼

や
共
感
を
得
ら
れ
た
り
す
る「
内
発

的
報
酬
」が
あ
る
が
、高
度
経
済
成
長

期
と
は
異
な
り
、
昨
今
は
外
発
的
報

酬
を
増
や
す
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
内
発
的
報
酬
の
向
上
に
力

を
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
に
関
連
し
、
森
先
生
は
ギ
ャ

ラ
ッ
プ
社
に
よ
る「
部
下
の
潜
在
力

を
引
き
出
す
12
の
質
問
」（
図
表
３
）

に
つ
い
て
も
紹
介
。
こ
れ
ら
12
の
条

件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
職
場
は
内
発

的
報
酬
が
高
く
、
生
産
性
が
高
い
の

だ
と
い
う
。

て
健
康
な
従
業
員
を
多
く
雇
用
で
き

た
の
で
、
教
育
訓
練
を
行
っ
て『
内

部
資
源
』（
能
力
や
体
力
）を
高
め
る

こ
と
に
投
資
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
従
業
員
の
平
均
年
齢
が
上
が
っ
て

く
る
と
、
健
康
を
害
す
る
人
が
増
え

て
き
ま
す
。
健
康
で
な
け
れ
ば『
内

部
資
源
』も『
外
部
資
源
』（
人
脈
）も

十
分
に
活
用
で
き
な
い
の
で
、『
内

部
資
源
』に
投
資
し
て
い
る
お
金
の

一
部
で
も『
根
幹
資
源
』（
健
康
）に
ま

わ
そ
う
と
い
う
発
想
が
出
て
く
る
の

で
す
」と
説
明
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ティ
ー
イ
ズ
ム
は	

最
大
の
損
失
コ
ス
ト

　
米
国
金
融
関
連
企
業
の
事
例
に
よ

る
と
、
従
業
員
の
健
康
関
連
コ
ス
ト

の
全
体
構
造
の
な
か
で
、
医
療
費
は

一
部
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
労

働
生
産
性
の
損
失
コ
ス
ト
が
全
体
の

４
分
の
３
を
占
め
、
そ
の
う
ち
の
ほ

と
ん
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
東

京
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
が

日
本
の
企
業
を
対
象
に
実
施
し
た
調

査（
※
４
）で
も
、
同
様
の
傾
向
に
あ

る
。
森
先
生
は
、
こ
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
対
策
に
こ
そ
、
企
業

は
投
資
す
べ
き
だ
と
助
言
し
た
。

　
ま
た
森
先
生
は
、
日
本
と
ア
メ
リ

カ
と
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ

ム
と
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
の
関

連
性
に
違
い
が
あ
る
と
説
明
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ

ム
の
リ
ス
ク
が
高
い
人
と
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
の
リ
ス
ク
が
高
い

人
の
多
く
は
一
致
す
る
の
だ
と
い

う
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ

カ
で
健
康
問
題
を
抱
え
る
人
の
多
く

は
肥
満
者
で
あ
り
、
肥
満
が
原
因
で

起
こ
る
睡
眠
障
害
や
腰
痛
、
生
活
習

慣
病
関
連
の
疾
患
な
ど
が
ア
ブ
セ
ン

テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー

イ
ズ
ム
に
つ
な
が
る
た
め
で
は
な
い

か
と
森
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
で
は
プ
レ
ゼ
ン

テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
と
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー

イ
ズ
ム
は
別
な
原
因
で
あ
る
こ
と
が

多
い
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
対
策
と
し

て
、
日
本
で
は
脳
心
血
管
疾
患
の
リ

ス
ク
に
基
づ
く
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
こ
と
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
が
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ

ム
に
は
、
そ
れ
に
加
え
て
別
な
視
点

か
ら
の
対
策
を
行
う
こ
と
も
必
要
で

あ
る
と
、
森
先
生
は
指
摘
し
た
。

「
12
条
件
」が
満
た
さ
れ
れ
ば	

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る

　

森
先
生
は
、「
実
は
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
は
、
組
織
開
発
・
人
材
開

発
と
い
っ
た
、
一
般
的
に
人
事
が

行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
あ
と
の
職
場

改
善
な
ど
と
深
く
関
連
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
健
康
経
営
推
進
に
お
い
て

は
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」と「
組

織
開
発
・
人
材
開
発
」は
車
の
両
輪

で
あ
る
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。

　
そ
こ
で
森
先
生
が
紹
介
し
た
の
が
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
基
本
モ
デ

ル「
努
力
・
報
酬
不
均
衡
モ
デ
ル
」。

努
力
し
て
も
報
わ
れ
な
い
と
不
満
や

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
人
間
関
係
を

悪
化
さ
せ
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

に
つ
な
が
る
。「
努
力
」と「
報
酬
」の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
は
、
報
酬

を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

※２　健康経営度調査とは、経済産業省が国内の上場企業を対象に行っている、従業員の健康
に関する取り組みについての調査。その評価基準は、医療関係者、投資家、学識経験者、金融機
関、医療保険者等により構成される健康経営度調査基準検討委員会によって策定されている。
※３　厚生労働省保険局（平成29年７月）「データヘルス・健康経営を推進するためのコラボヘ
ルスガイドライン」 第２章 健康経営とコラボヘルス（http://www.mhlw.go.jp/file/04-
Houdouhappyou-12401000-Hokenkyoku-Soumuka/0000171483.pdf）
※４　経済産業省平成27年度健康寿命延伸産業創出推進事業「健康経営評価指標の策定・活
用事業」東大ＷＧ成果報告書（http://pari.u-tokyo.ac.jp/unit/hpm_H27.pdf）

「健康」は、根幹資源に位置づけられる

根幹資源

内部資源　外部資源

物

金

情報

人

出典：ジァン ドゥーソッブ著『産業保健マーケティング－働く人の健康資源を企業戦略
的に確保するための考え方と進め方』（中央労働災害防止協会、2002）を基に作成
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図表1 「健康経営の企業価値」への寄与

図表2 従業員の「健康」の位置づけ

健康経営への投資に対するリターン
◦J&Jがグループ世界250社、約11万4,000人に健康教育プログラ

ムを提供し、投資に対するリターンを試算
◦健康経営に対する投資1ドルに対して、3ドル分の投資リターンが

あったとされている

出典：「儲かる『健康経営』最前線」（『ニューズウィーク』日本版、2011年3月2
日号）を基に作成

投資リターン（3ドル）

健康経営への投資額
（1ドル）

医療コストの削減
疾病予防による傷病手当支払い減

長期的医療費抑制

モチベーションの向上
家族も含め忠誠心と

士気が上がる

人件費
（健康・医療スタッフ・事務スタッフ）

リクルート効果
就職人気ランキングの

順位上昇で採用が有利に

保健指導等利用費、
システム開発・運用費

イメージアップ
ブランド価値の向上

株価上昇を通じた企業価値の向上

設備費
（診療施設、フィットネスルーム等）

生産性の向上
欠勤率の低下

プレゼンティーイズムの解消



働
き
方
改
革
と
健
康
経
営
で	

従
業
員
の
主
体
性
を
高
め
る

　
森
先
生
は
、
健
康
経
営
推
進
に
お

い
て
、「
健
康
管
理（
健
康
増
進
）プ

ロ
グ
ラ
ム
」と「
働
き
方
・
働
か
せ

方
」も
車
の
両
輪
で
あ
る
と
し
、「
自

分
で
健
康
に
な
る
た
め
の
生
活
を
デ

ザ
イ
ン
で
き
る
従
業
員
を
ど
れ
だ
け

増
や
す
か
が
カ
ギ
で
、
そ
の
よ
う
な

従
業
員
と
生
産
性
の
高
い
従
業
員

は
、ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
に
な
る
の
で
は
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
健
康
問
題
は
個

人
だ
け
で
解
決
す
る
も
の
で
は
な
く
、

組
織
全
体
で
解
決
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
強
調
し
、「
組
織
の
ヘ
ル
ス
リ

テ
ラ
シ
ー
」を
高
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
語
っ
た
。

経
営
理
念
の「
三
益
一
如
」は	

健
康
経
営
の
理
念
と
一
致

　
凸
版
印
刷
株
式
会
社
の
グ
ル
ー
プ

会
社
で
あ
る
同
社
は
、
印
刷
の
分
野

で
培
っ
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

ベ
ー
ス
に
、「
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
事
業
」「
Ｉ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
」「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ト
事
業
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
」の
４
事
業
を
展

開
し
、「
情
報
」に
関
す
る
顧
客
の
経

営
課
題
の
解
決
に
努
め
て
い
る
。
安

心
・
安
全
を
基
本
と
し
て
品
質
第
一

を
掲
げ
、
従
業
員
の
健
康
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
こ
と
は
多
様
な
人
材
づ

く
り
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
と
考

え
、
そ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
早
く
か
ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の

推
進
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
同
社
の
健
康
経
営
を
語
る
う
え
で

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
、「
三
益

一
如
」で
あ
る
。
三
益
と
は「
社
会

益
」「
会
社
益
」「
個
人
益
」の
こ
と
だ
。

　
寺
上
さ
ん
は
、
「
も
と
も
と
当
社

に
は
、
個
人
が
幸
せ
で
あ
れ
ば
会
社

も
発
展
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

と
い
う
経
営
信
条
『
三
益
一
如
』
の

考
え
方
が
根
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
今
風
に
言
う
と
『
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
』
に
当
た
る
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
最
初
に
述
べ
、
同
社
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

　

同
社
で
は
、
図
表
４
の
体
制
に

よ
っ
て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を

図
っ
て
い
る
が
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
部
だ
け
で
進
め
る
の
が
難
し

か
っ
た
た
め
、
人
事
部
や
労
政
部
、

総
務
部
な
ど
、
関
連
す
る
部
署
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
行
う
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
ま
た
、
各
事
業
部
に

リ
ー
ダ
ー
を
置
い
て
、
事
業
部
内
の

課
題
を
挙
げ
て
も
ら
い
解
決
す
る
形

を
と
る
こ
と
で
、
取
り
組
み
を
促
す

工
夫
を
し
て
い
る
。

　

取
り
組
み
の
柱
は
、「
女
性
の
活

躍
推
進
」「
中
高
年
社
員
の
活
躍
支

援
」「
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
」「
グ

　

最
後
に
、「
健
康
維
持
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
が
で
き
る
従
業
員
が
多
い
と

組
織
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が

高
ま
り
、
そ
れ
が
企
業
の
サ
ス
テ
ィ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
企
業
が
日
本
に
増
え
れ
ば
、

日
本
社
会
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
の
サ
ス

テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
」と
締
め
く
く
っ
た
。

　
健
康
経
営
の
理
念
は
、
実
は
目
新

し
い
も
の
で
は
な
く
、
従
業
員
を
最

も
大
切
な
財
産
と
す
る〝
日
本
的
経

営
〟の
理
念
に
共
通
し
て
い
る
。
森

先
生
の
講
演
は
、
そ
れ
に
気
づ
か
せ

て
く
れ
る
も
の
に
も
な
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

顧客満足、収益性、生産性、退職率のいずれか
と相関がある項目

□自分が何を期待されているかを知っている

□必要な材料や道具を与えられている

□もっとも得意なことをする機会を与えられている

□よい仕事を認められ、褒められている

□誰かが気にかけてくれる

□誰かが成長を促してくれる

□自分の意見が尊重されている

□会社・仕事の使命・目的が重要だ

□同僚が真剣に質の高い仕事をしようとしている

□職場に親友がいる

□誰かが私は進歩したと言ってくれた

□仕事について学び、成長する機会がある

講
演
②

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と

健
康
経
営
の
実
践

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企
業
１
０
０
選
」「
な
で
し
こ
銘
柄
」の
み
な
ら
ず
、

「
健
康
経
営
銘
柄
」「
健
康
経
営
優
良
法
人（
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
）」に
認
定
さ

れ
、健
康
経
営
の
先
駆
け
と
も
い
え
る
ト
ッ
パ
ン・フ
ォ
ー
ム
ズ
株
式
会
社
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、同
社
執
行
役
員
総
務
本
部
長
兼
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

部
長
の
寺
上
美
智
代
さ
ん
と
、
総
務
本
部
総
務
部
主
任
の
山
岡
陽
子
さ
ん

が
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
や
健
康
経
営
推
進
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

健
康
経
営
推
進
セ
ミ
ナ
ー

寺上美智代さん
執行役員 総務本部長兼
ダイバーシティ推進部長

山岡陽子さん
総務本部 総務部 主任

ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ
株
式
会
社

5 Cept　2017年10月号

図表3 部下の潜在力を引き出す12の質問

出典：カート・コフマン、ゲイブリエル・ゴンザレス＝モリーナ著、金
井壽宏解説、加賀山卓朗訳『これが答えだ！－部下の潜在力を引き出す
12の質問』（日本経済新聞社、2003）



ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」「
職
場
環
境

づ
く
り
・
社
内
啓
発
活
動
」。
な
か

で
も
女
性
の
活
躍
推
進
に
お
い
て
は

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
取
り

組
み
開
始
の
２
０
０
６
年
度
に
は

０・
６
％
だ
っ
た
女
性
管
理
職
の
割

合
が
、
16
年
度
に
は
５・
３
％
に
ま

で
増
え
て
い
る
。

　
障
が
い
者
雇
用
に
お
い
て
は
、
独

立
し
た
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
て
精
神
保

健
福
祉
士
や
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
を
置
き
、

さ
ら
に「
日
誌
」を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
行
う
こ
と
で
、
障
が

い
者
が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
障
が
い
者
雇

用
率
を
達
成
し
、
厚
生
労
働
省
か
ら

精
神
障
害
者
等
雇
用
優
良
企
業
に
認

定
さ
れ
た
。

　

寺
上
さ
ん
は「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
て
感
じ
る
の

は
、『
個
人
の
意
識
の
問
題
』『
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
』『
環
境
』の
３
つ
の
和
が

大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
健
康
経

営
も
同
じ
で
、
そ
う
い
っ
た
視
点
で

見
て
い
く
と
取
り
組
み
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

健
保
組
合
と
連
携
し
て	

健
康
経
営
施
策
を
実
施

　
続
い
て
山
岡
さ
ん
が
、
健
康
経
営

施
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

同
社
で
は
、
健
康
保
険
組
合（
以

下
、
健
保
組
合
）の
強
力
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
の
も
と
で
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
と
い
う
。
山
岡
さ
ん

は「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
実
行
と
、

『
三
益
一
如
』の
考
え
方
を
組
み
合
わ

せ
て
、
ト
ッ
パ
ン
グ
ル
ー
プ
健
保
組

合
と
の
連
携
に
よ
り
、
健
康
経
営
を

推
進
し
て
い
ま
す
」と
述
べ
、
推
進

体
制（
図
表
５
）に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

健
康
経
営
施
策
の
柱
は
、①
生
活

習
慣
病
対
策
、②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
、③
禁
煙
対
策
、④
家
族
の
健
康
推

進
で
あ
る
。な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、

「
④
家
族
の
健
康
推
進
」だ
。そ
の
取

り
組
み
の一つ
は
、健
保
組
合
に
よ
る
被

扶
養
者
健
診（
35
歳
以
上
）を
行
う
こ

と
で
あ
る
。未
受
診
者
に
は
通
知
を

郵
送
す
る
と
と
も
に
、従
業
員
か
ら

も
勧
奨
し
て
も
ら
う
と
い
う
ダ
ブ

ル
の
受
診
勧
奨
で
、受
診
率
が
年
々

向
上
。17
年
度
は
80
％
を
目
標
と

し
て
い
る
と
い
う
。

　
も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
同

社
・
健
保
組
合
・
労
働
組
合
共
催

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
家
族
も

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
野
球
大
会
、
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
お
り
、
一
緒
に
住
ん
で
い
る
家

族
に
限
ら
ず
、
親
兄
弟
の
参
加
も

募
っ
て
い
る
。

　
家
族
の
健
康
推
進
に
取
り
組
む

理
由
に
つ
い
て
山
岡
さ
ん
は
、「
従

業
員
の
ま
わ
り
に
い
る
家
族
が
、

そ
の
従
業
員
の
健
康
に
相
互
に
関

わ
っ
て
く
る
の
だ
と
日
々
感
じ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
家
族
ぐ

る
み
で
健
康
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
で
、
ご
家
族
の

健
康
増
進
に
も
気
を
配
っ
て
い
ま

す
」と
述
べ
た
。

　
本
講
演
は
、
従
業
員
を
大
切
に

す
る
同
社
の
経
営
方
針
が
、
健
康

経
営
銘
柄
の
認
定
な
ど
社
会
的
評

価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示

す
も
の
と
な
っ
た
。
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図表4 ダイバーシティの推進体制

図表5 健康経営の推進体制

フォームズ事務所会議
◦年に一度健保の全体研修の機会に合わせてグループの医療職（保健師、看護師）

による情報交換を汐留本社にて実施

健保による健康経営支援
◦健康経営推進会議を月一回開催

◦ヘルスケア推進委員設置

安全衛生防火委員会
◦安全衛生防火委員会の中で健康経営推進チームを結成

◦全グループ会社安全衛生防火委員会を設置

トッパングループ健康保険組合の概要
設立：1926年12月（大正15年）
規模：加入事業所数 78事業所
加入者数（2016年1月末現在）：被保険者数 41,251人　被扶養者数 39,580人（扶養率0.96）
保険料率：9.50％
本部所在地：東京都台東区台東
組織：1本部6事業所体制（本部、大阪、福岡、東京書籍、東洋インキ、トッパン・フォームズ、図書印刷）

サイバーセキュリティ管理部

労政部

法務部

CSR推進部

知的財産部

人事部

総務部

ダイバーシティ推進部

総
務
本
部

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
チ
ー
ム

◦施策の企画・立案・実施
◦従業員からの相談
◦調査等への対応

各事業部
グループ会社

推進委員会

各事業部／ファミリー会社

推進体制

健保組合 労働組合本社総務部

診療所（産業医・看護師） 安全衛生防火委員会

情報
共有

施策
展開



講演③

職場改善のポイント
健康経営推進セミナー

日當勝広
ティーペック株式会社
コンサルティンググループ
シニアコンサルタント

「職場改善」とは、	
何を改善することなのか？

　働き方改革、健康経営などの文脈に
基づいて、「職場を改善しましょう」と
よく言われていますが、改善点がはっ
きりしないままに取り組みを進め、成
果を上げられないケースも多いのでは
ないでしょうか。そこで、私がこれま
で1,500人以上のマネジャー（管理職）
とともに職場改善に取り組んできた経
験から得た、ストレスチェックを通じ
た職場改善のポイントを紹介します。
　ストレスチェックの結果が出たら、
弊社のコンサルタントが、高ストレ
ス者が多い組織のマネジャーに結果
をフィードバックするとともに、「感
じること」「思い当たるふし」などをヒ
ヤリングします（マネジメントインタ
ビュー）。このプロセスには、職場改
善のヒント（論点）が整理される、職場
の現状や課題を第三者に話すことで、
マネジャー自身が気づきを得るといっ
たねらいがあります。
　その一方で、弊社のカウンセラーが
高ストレス者全員に面談し、業務を継
続することができる状態なのかを確認
します（フォローアップ面談）。ここで
得られた内容も、職場改善の参考情報
とします。
　もちろん、部下が何を感じているの
かも知る必要がありますので、高スト
レス者が多い組織の部下にもヒヤリン
グします。その際に聞かれる声は、大
きくわけて次の6つです。

⒈	 マネジャーが組織の目標や目的
を明確にしてくれない

⒉	 もっと裁量権を与えてくれれば

成果を上げられる
⒊	 人手不足
⒋	 情報がマネジャー止まりで、共

有されていない
⒌	 旧来型で属人的な業務プロセス

のため効率が悪い
⒍	 部門間の協力体制がなく、業務

を行いにくい
　これらの声から読み取れるのは、部
下が不満を持っているということです。
つまり、森先生の講演にもあったよう
に、「努力しているのに報われない」状
態にあるといえます（P.4参照）。
　不満を持っているということは、

「もっとこうしたい」というモチベー
ションがある証拠です。ならばマネ
ジャーは、すでに従業員が持っている
モチベーションをどう活かすかに焦点
を当てた、職場改善のアクションプラ
ンを立てればよいのです。
　ちなみに、マネジメントインタ
ビューの際、昔は職場をフラついて、
役割や部門を越えておせっかいをする

“フラフラおじさん”がいたという話を
よく聞きます。この人は、何もしてい
ないように見えますが、実は職場の問
題点を把握していて、部門と部門をつ
なぐ役割を果たしたり、ストレスの緩
衝要因になったりしているのです。昨
今は、役割や部門を越えておせっかい
をする意欲や、“フラフラおじさん”の
ような存在を受け入れる余裕がなく
なっているのではないでしょうか。

「指示命令型」から	
「観る・聴く・つなぐ型」へ

　職場改善のポイントは、以下の３つ
です。

⒈	 従業員を活かす環境づくりに配
慮する（上記１～６を改善）

⒉	 部下に対するマネジメントスタ
イルを、「我慢型」「指示命令型」
から「観る・聴く・つなぐ型」に
補正する

⒊	 しっかりとフォローする
　組織の業績の３割は職場環境によっ
て、残りの７割は管理職のマネジメン
トスタイルによって決まるというデー
タがあることから、なかでも２の「マ
ネジメントスタイルの補正」は、たい
へん重要です。
　「我慢型」とは、昨今問題となってい
るハラスメントやコンプライアンスに
過敏になって、部下に言いたいことを
言わずに我慢するスタイル。これでは
職場が“ぬるま湯”状態になってしまい、
ストレスだけでなく生産性も低下して
しまいます。
　「指示命令型」とは、全てにおいて
トップダウンで、指示命令によって部
下を動かそうとするスタイル。これで
は、部下とのコミュニケーションはう
まくいくはずがありません。
　理想的なのは「観る・聴く・つなぐ型」
です。これは、組織や部下をよく観察
し、部下の意見やアイデアにきちんと
耳を傾けるスタイル。そうすると、部
下も一生懸命、部門や組織の目標を達
成しようとするはずです。
　現在のマネジャー職は、外国人の従
業員や様々な雇用形態の従業員を束ね
なくてはならず、昔より多くのことが
求められています。人事・労務担当者
にはそのことを理解していただき、マ
ネジャーをフォローアップしていただ
きたいと考えます。
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労
省
と
経
産
省
が	

垣
根
を
越
え
て
推
進

　
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
」は
、
健
保
組
合

等
の
加
入
者
の
健
康
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
個
人
の
状
況
に
応
じ
た
保
健
指
導

や
効
果
的
な
予
防
・
健
康
づ
く
り
を

デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
い
て
行
う
保
健

事
業
で
あ
る
。
厚
労
省
は
２
０
１
５

年
度
に「
第
１
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

（
２
０
１
５
～
２
０
１
７
年
度
）」を
開

始
し
、
２
０
１
８
年
度
に
始
ま
る
第
２

期
か
ら
本
格
的
に
実
施
す
る
。

　
一
方「
健
康
経
営
」は
、
従
業
員
の
健

康
保
持
・
増
進
の
取
り
組
み
は
企
業
の

収
益
性
を
高
め
る
投
資
で
あ
る
と
い
う

考
え
の
も
と
、
従
業
員
の
健
康
管
理
に

経
営
的
な
視
点
か
ら
取
り
組
む
経
営
手

最
先
端
レ
ポ
ー
ト

厚
労
省
が「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・

健
康
経
営
を
推
進
す
る
た
め
の

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
公
表

厚
生
労
働
省
は
２
０
１
７
年
７
月
、「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス・健
康
経
営
を
推
進
す
る
た
め
の
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
公

表
。こ
れ
に
よ
り
、健
康
保
険
組
合（
以
下
、健
保
組
合
）等
が
実
施
す
る「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
」と
企
業（
事
業
主
）が
取
り
組
む「
健

康
経
営
」の
２
つ
を
、〝
車
の
両
輪
〟と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
を
推
進
す
る
。従
来
の〝
対
症
療
法
型
の
健
康
管
理
〟か
ら〝
攻

め
の
健
康
経
営・健
康
投
資
〟に
転
換
す
る
た
め
に
、押
さ
え
て
お
き
た
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

法
。
経
済
産
業
省
は
２
０
１
５
年
度
か

ら
、
健
康
経
営
銘
柄
や
健
康
経
営
優
良

法
人
の
認
定
な
ど
に
よ
っ
て
、
健
康
経

営
に
取
り
組
む
企
業
が
社
会
で
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
従
業
員
の
健

康
へ
の
投
資
を
促
進
し
て
い
る
。

　
両
省
が
垣
根
を
越
え
て
推
進
し
、
企

業
と
健
保
組
合
等
が
一
体
と
な
っ
て
実

践
す
る
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
。
従
業
員
の
平

均
年
齢
の
上
昇
に
よ
る
生
活
習
慣
病
等

の
疾
病
リ
ス
ク
の
増
加
、治
療
や
育
児・

介
護
と
仕
事
を
両
立
せ
ざ
る
を
得
な
い

従
業
員
が
増
え
て
い
く
な
か
で
、
イ
キ

イ
キ
と
働
け
る
職
場
や
労
働
環
境
を
整

備
す
る
う
え
で
も
、
企
業
に
は
ま
す
ま

す
、
そ
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
く
だ

ろ
う
。

階
に
応
じ
て	

参
照
で
き
る
構
成

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
コ
ラ
ボ
ヘ

ル
ス
の
推
進
体
制
や
具
体
的
な
実
践
例

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
「
第
１
章 

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
推
進
」

で
は
、
健
保
組
合
の
役
割
や
コ
ラ
ボ

ヘ
ル
ス
の
意
義
に
つ
い
て
解
説
。「
第

２
章 

健
康
経
営
と
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
」で

は
、
健
康
経
営
を
中
心
に
、
実
際
に
コ

ラ
ボ
ヘ
ル
ス
で
健
康
経
営
を
実
践
し
て

い
る
事
例
を
も
と
に
、
健
康
関
連
総
コ

ス
ト
や
健
康
リ
ス
ク
構
造
分
析
の
例
も

紹
介
。「
第
３
章 

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
推
進

に
あ
た
っ
て
の
実
践
方
法
及
び
留
意
事

項
」で
は
、〝
は
じ
め
の
一
歩
〟と
し
て
、

特
定
健
康
診
査
対
象
の
40
歳
以
上
の
従

業
員（
被
保
険
者
）に
特
化
し
た「
健
康

白
書
」（
※
１
）の
作
成
方
法
な
ど
を
紹

介
。「
第
４
章 

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
実
践

事
例
」で
は
、
独
自
の
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス

を
実
践
し
て
い
る
花
王
健
保
組
合
、
株

式
会
社
フ
ジ
ク
ラ
／
フ
ジ
ク
ラ
健
保
組

合
な
ど
の
実
践
事
例
を
紹
介
。
最
終

章
で
あ
る「
第
５
章 

参
考
資
料
」で
は
、

「
健
康
白
書
」の
作
成
に
役
立
つ
デ
ー
タ

を
収
載
し
て
い
る
。

　
ま
た
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
様
々
な

段
階
に
応
じ
て
活
用
で
き
る
構
成
に

な
っ
て
い
る（
左
表
）。
健
康
経
営
を
実

践
し
た
い
が
、
何
か
ら
始
め
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
企
業
は
、
現
在

ど
の
段
階
に
あ
る
の
か
把
握
し
た
う
え

で
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
照
し
な
が

ら
実
践
す
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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「データヘルス・健康経営を推進するための
コラボヘルスガイドライン」の
段階に応じて参考にしたい箇所

◆「コラボヘルス」について知りたいとき
　→第1章「コラボヘルスの推進」
　　第3章「3 コラボヘルスで『健康経営』と『データ

ヘルス』の相乗効果を」

◆「健康経営」がどんなものか理解したいとき
　→第2章「健康経営とコラボヘルス」、第3章「2 健

康経営が必要な理由」

◆「コラボヘルス」推進体制を作りたいとき
　→第3章「4 コラボヘルス推進体制」「5 実効性を

上げる役割分担」「6 健康・医療情報の活用にお
ける留意点」

◆データを分析して健康課題を把握したいとき
　→第3章「7 現状の把握・企業の健康課題の『見え

る化』や共有」　
　※「健康白書」作成　→第5章「参考資料」

◆計画を策定して健康づくりを推進したいとき
　→第3章「8 エビデンスに基づく共通の目標・評価

指標の設定とPDCAサイクル」

◆取り組みの評価・見直しをしたいとき
　→第3章「8 エビデンスに基づく共通の目標・評価

指標の設定とPDCAサイクル」

※本ガイドラインは、厚労省ホームページより
ダウンロード可能（http://www.mhlw.go.jp/
file/04-Houdouhappyou-12401000-Hokenkyoku-
Soumuka/0000171483.pdf）

※
１　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
い
う
「
健
康
白
書
」
と
は
、

健
診
デ
ー
タ
等
か
ら
健
康
状
態
や
生
活
習
慣
の
特
性
を「
見

え
る
化
」
し
た
も
の
。
こ
こ
か
ら
健
康
課
題
を
把
握
し
て
、

対
策
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
作
成
。



「
こ
こ
ろ
」と「
か
ら
だ
」の
健
康

そ
の
両
面
を
考
え
、対
策
を
実
践
す
る
こ
と
が

健
康
経
営
に
は
重
要

ティーペック株式会社 代表取締役社長
砂原健市

こ
れ
が
健
康
経
営
で
す
。

　
特
に
今
後
、
労
働
人
口
が
ま
す
ま
す
減

少
し
て
い
く
な
か
、
企
業
に
は
、
限
ら
れ

た
人
員
で
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
、
優
秀

な
人
材
を
集
め
、
育
て
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
誰
も

が
健
康
で
生
き
生
き
と
働
け
る
職
場
を

つ
く
っ
て
い
く
健
康
経
営
の
重
要
性
は
、

い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
く
の
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

─
健
康
経
営
に
つ
い
て
は
、
国
も
後
押

し
し
て
い
ま
す
ね
。

　

そ
う
で
す
ね
。
経
済
産
業
省
の「
健
康

経
営
銘
柄
」と「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定

制
度
※
」は
、
読
者
の
皆
様
も
ご
承
知
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
経
済
産
業
省
の
取
り
組

み
は
、
厚
生
労
働
省
が
進
め
る
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
と
も
連
携
し
、
効
率
的
な
医
療

制
度
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
去
る
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
未

来
投
資
戦
略
２
０
１
７
」で
は
、「
保
険
者

の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
を
強
化
し
、
企
業
の
健

康
経
営
と
の
連
携（
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
）を
推

進
す
る
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、「
働
き
方
改
革
」に
関
係
す

る
多
く
の
施
策
の
多
く
も
、
健
康
経
営
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る“
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
”の
公
表（
労
働
基
準
関
係
法

令
違
反
に
係
る
公
表
事
案
）も
、
そ
う
し

た
施
策
の
一
つ
で
す
ね
。

　
当
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
健
康
経
営
や
健
康

管
理
施
策
に
関
す
る
企
業
の
取
り
組
み
内

容
に
つ
い
て
、
担
当
者
の
方
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
通
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
第
一

回
と
な
る
今
回
は
、
弊
社
代
表
取
締
役
社

長
の
砂
原
健
市
が
、
健
康
経
営
の
必
要
性

と
弊
社
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
今
後
の
弊

社
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

労
働
人
口
減
少
の
な
か	

国
も
後
押
し
す
る	

健
康
経
営

─
な
ぜ
、
今「
健
康
経
営
」が
企
業
に
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
従
業
員
１
０
０
人
の
会
社
同
士
で
、
従

業
員
全
員
が
心
身
と
も
に
健
康
な
会
社
と
、

従
業
員
全
員
が
不
健
康
な
会
社
を
比
べ
た

ら
、
当
然
、
前
者
の
ほ
う
が
労
働
生
産
性

も
売
り
上
げ
・
収
益
も
良
い
は
ず
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
に
立
ち
、
従
業
員
の
健
康

向
上
の
た
め
の
費
用
を
、
コ
ス
ト
で
は
な

く
投
資
と
と
ら
え
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
く
こ
と
─
。
簡
単
に
言
え
ば
、
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※健康経営優良法人制度は、「大規模法人部門〜ホワイト500〜」と「中小規模法人部門」、それぞれで認定される。



柔
軟
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
、

が
ん
に
罹
患
し
た
場
合
の
相
談
体
制
も
整

え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
が
ん
に
罹
患
し

た
こ
と
に
伴
う
離
職
者
数
を
ゼ
ロ
と
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
予
防
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
肺
が

ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
子

宮
が
ん
の
検
診
に
関
し
て
は
、
費
用
は
全

額
会
社
負
担
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
ん

検
診
の
弊
社
社
員
の
受
診
率
は
、
全
国
平

均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
一
連
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、

東
京
都
か
ら「
が
ん
患
者
の
治
療
と
仕
事

の
両
立
へ
の
優
良
な
取
組
を
行
う
企
業
表

彰
」を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
生
労
働

省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
※

に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

─
テ
ィ
ー
ペ
ッ
ク
は
こ
の
2
月
、
経

済
産
業
省
の「
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
１
７（
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
）」の
認
定

を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
積
み
重
ね

が
評
価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、
社
員

旅
行
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
を
図
る
環
境
整
備
も

評
価
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
会
社
で
の
居
心
地
の
良
さ
、
仕
事

上
で
の
連
携
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
も

の
な
の
で
、
創
業
当
時
か
ら
大
切
に
し
て

き
て
い
ま
す
。

身
と
も
に
健
康
な
生
涯
を
送
る
こ
と
に
あ

る
﹄と
考
え
、
そ
の
生
涯
づ
く
り
に
貢
献

い
た
し
ま
す
」と
い
う
も
の
で
す
。「
お
客

様
の
健
康
を
あ
ず
か
る
に
は
、
ま
ず
社

員
が
健
康
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社

員
が
人
生
の
時
間
の
大
半
を
費
や
す
職
場

に
、
毎
朝
楽
し
み
な
が
ら
行
き
た
い
と
思

え
る
職
場
環
境
を
整
え
、
社
員
が
生
き
生

き
と
働
け
る
会
社
を
目
指
す
」と
い
う
の

が
、
そ
の
趣
旨
で
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ま

ず「
喫
煙
０ゼ

ロ

運
動
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

２
０
１
３
年
3
月
の
開
始
当
初
、25
％（
男

性
44
％
・
女
性
９
％
）だ
っ
た
社
員
の
喫

煙
率
を
、
2
年
9
カ
月
後
の
２
０
１
５
年

11
月
に
は
0
％
に
で
き
、
そ
れ
は
現
在
も

続
い
て
い
ま
す（
図
1
）。

　
成
功
の
秘
訣
は
、
喫
煙
者
個
人
に
指
示

や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
た

こ
と
で
す
ね
。
社
員
全
員
に
対
し
、
会
社

に
と
っ
て
全
社
員
が
禁
煙
す
る
こ
と
の
意

義
や
、
自
分
や
周
り
の
同
僚
や
家
族
へ
の

喫
煙
の
影
響
を
科
学
的
に
理
解
し
て
も
ら

う
よ
う
、
粘
り
強
く
働
き
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
禁
煙
進
捗
度
合
い
を
会
社
全
体

で
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
喫
煙
者

の
禁
煙
へ
向
け
た
取
り
組
み
を「
や
さ
し

く
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う（
ピ
ア
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
）」と
い
う
機
運
が
醸
成
で
き
た
こ

と
も
、
効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

が
ん
に
罹
患
し
た
社
員
の	

治
療
と
就
労
の	

両
立
支
援
は	

東
京
都
か
ら
表
彰
も

─
そ
の
他
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
が
ん
に
罹
患
し
た
社
員
に
対
す
る
、
治

療
と
就
労
の
両
立
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
あ
る
女
性
社
員（
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）が
が
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
で
し

た
。
退
院
後
、
仕
事
を
し
な
が
ら
通
院
治

療
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
通
常
の
有
給

休
暇
で
は
足
り
な
く
な
り
、
新
た
に
休
み

を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
弊
社
は
女
性
社
員
が
7
割
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
の
好
発
年

齢
は
、
働
き
盛
り
世
代
と
重
な
り
ま
す
。

不
幸
に
し
て
が
ん
に
か
か
っ
て
も
、
治
療

と
就
労
を
両
立
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
お
く
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
ま
ず
、
が
ん
治
療
の
た
め
の
特
別
有
給

休
暇
を
取
れ
る
よ
う
、
就
業
規
則
を
変
え

ま
し
た
。
ま
た
職
場
復
帰
後
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
配
置
転
換
や
時
差
出
勤
を

「
喫
煙
0
運
動
」で	

25
％
の
社
員
喫
煙
率
が	

2
年
9
カ
月
で
0
％
に

─
自
社
で
の
健
康
経
営
の
取
り
組
み
は
、

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
創
業
15
年
を
迎
え
た
２
０
０
４
年
、
目

標
の
再
構
築
と
い
う
こ
と
で
、
経
営
理
念

を
明
文
化
し
社
内
外
に
公
表
し
ま
し
た
。

「
テ
ィ
ー
ペ
ッ
ク
は﹃
誠
の
幸
福
と
は
、
心

お
客
様
の
健
康
を
あ
ず
か
る
に
は
、

ま
ず
社
員
が
健
康
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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Interview



サ
ー
ビ
ス
で
す
。

─
他
に
は
、
ど
の
よ
う
な
新
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
か
。

　

ぜ
ひ
、
ご
紹
介
し
た
い
の
が「
四
大
疾

病
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」

で
す
。

　
企
業
健
診
・
検
診
を
受
け
て
、
信
頼
の

お
け
る
精
密
検
査
と
確
定
診
断
が
で
き
る

医
療
機
関
へ
の
受
診
手
配
や
紹
介
、
各
種

相
談
の
受
付
な
ど
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
来
年
4
月
を
め
ど
に

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
四
大
疾
病
と
は
、
が
ん
、
心
疾
患
、
脳

血
管
疾
患（
脳
卒
中
）の
三
大
疾
病
に
、
糖

か
ら
出
て
き
た
新
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
が
高
い
管
理
職
に
対
し
、
さ

ら
な
る
分
析
を
す
る
た
め
の「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」、
ス
ト
レ
ス
度
の

高
い
職
場
に
対
す
る「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

面
談
」、「
職
場
改
善
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

と
い
う
、
職
場
改
善
に
関
す
る
3
つ
の

「
集
団
禁
煙
プ
ロ
グ
ラ
ム
」	

「
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェッ
ク
」	

「
四
大
疾
病
ヘ
ル
ス
ケ
ア・　	

サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」

─
で
は
、
健
康
経
営
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
、
今
後
の
新
た
な
事
業
展
開
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
こ
の
10
月
か
ら
、「
集
団
禁
煙

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
広
く
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。
先
に
述
べ
た
弊
社
の「
喫
煙
0
運
動
」

の
成
果
を
踏
ま
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
社

員
の
健
康
度
と
生
産
性
向
上
の
目
的
で
喫

煙
率
0
％
の
実
現
を
目
指
す
企
業
・
団
体

様
へ
提
供
し
ま
す
。
禁
煙
へ
向
け
た
行
動

変
容
を
促
す
職
場
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、
希
望
者
の
み
を
対
象
と
し
た
個

別
支
援
と
は
異
な
り
、
禁
煙
希
望
者
そ

の
も
の
を
増
加（
無
関
心
期
か
ら
関
心
期
、

準
備
期
へ
）さ
せ
、個
別
支
援
ま
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
の
が
特
徴
で
す（
図
2
参
照
）。

　
ま
た
、「
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
ま
す
。
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
活
習
慣
等

に
関
す
る
質
問
に
回
答
す
る
こ
と
で
、
が

ん
や
脳
卒
中
な
ど
に
罹
患
す
る
リ
ス
ク
を

算
出
す
る「
が
ん
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
」と
い

う
ツ
ー
ル
を
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
活
用
し
た
ツ
ー
ル

と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
を
、
こ
の
10
月
か
ら
ご
案
内
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
合

わ
せ
て
、
身
体
面
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
同

時
に
し
て
い
た
だ
く
形
を
ご
提
案
し
て
い

き
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
弊

社
は
制
度
が
始
ま
っ
た
昨
年
、
約
６
０
０

社
の
チ
ェ
ッ
ク
を
手
が
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
集
団
分
析
・
組
織
診
断

禁
煙
希
望
者
そ
の
も
の
を
増
加

個
別
支
援
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

集
団
禁
煙
プ
ロ
グ
ラ
ム

11 Cept　2017年10月号
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く
も
膜
下
出
血
で
倒
れ
た
母
親
が

脳
外
科
の
な
い
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
─

こ
れ
が
テ
ィ
ー
ペッ
ク
創
業
に
つ
な
が
っ
た

り
、
低
負
担
で
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
保
証

す
る
、
世
界
に
冠
た
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
私
が
体
験
し
た
よ
う
に
実
際
に
は
不

備
な
部
分
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
患
者
さ
ん
と
医
療
機
関
の
間
に

立
って
、患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
って
相
談
に

乗
り
、医
療
機
関
の
受
診
手
配
や
紹
介
を

す
る
。こ
れ
が
弊
社
事
業
の
根
幹
で
す
。

　
昨
今
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
も
十
全
に

機
能
で
き
な
く
な
り
、
保
険
診
療
に
お
い

て
受
益
者
負
担
、
混
合
診
療
の
領
域
が
大

き
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
予
防
医

学
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
領
域
は
、

も
と
も
と
自
己
負
担
が
原
則
で
す
。
で
あ

る
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
、
患
者
さ
ん
の
立

場
に
立
っ
た
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

─
最
後
に
、
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
弊
社
は
、
１
９
８
９
年
に
24
時
間
の
電

話
健
康
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
、
そ
の
後
、

名
医
の
紹
介
サ
ー
ビ
ス
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
、
以
降
、

「
こ
こ
ろ
」と「
か
ら
だ
」両
面
に
わ
た
る
健

康
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
方
向
性
は
、
健
康
経
営
が
注

目
さ
れ
て
い
る
今
、
間
違
っ
て
は
い
な

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
健

康
経
営
を
推
進
す
る
弊
社
サ
ー
ビ
ス
を
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ラ
ス
の
先
生
方
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

立
ち
上
げ
に
至
っ
た
、
と
い
う
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
お
客
様
に
は
大

変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
だ
け
で
も
、
累
計
1
万
件
を
超
え

る
実
績
が
あ
り
ま
す
。
医
療
界
の
先
生
方

に
は
、こ
う
し
た
実
績
も
踏
ま
え「
テ
ィ
ー

ペ
ッ
ク
の
事
業
は
社
会
性
が
高
く
、
患
者

さ
ん
の
利
益
に
つ
な
が
る
」と
、
今
日
で

は
広
く
ご
理
解
・
ご
支
援
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

「
四
大
疾
病
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
」も
、
社
会
性
の
高
い
事
業
で

あ
り
、
ご
理
解
・
ご
支
援
の
輪
が
い
っ
そ

う
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。─

そ
も
そ
も
社
長
が
テ
ィ
ー
ペ
ッ
ク
を

創
業
し
た
の
は
、
く
も
膜
下
出
血
で
倒
れ

た
お
母
様
が
、
初
期
段
階
で
専
門
的
な
治

療
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
聞
き
ま
し
た
。
専
門
医
や
医
療
機
関

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
は
、
そ
う
し

た
体
験
が
根
ざ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
で
す
ね
。
確
か
１
９
８
２
年
の
こ

と
で
し
た
。
母
親
が
救
急
車
で
最
初
に
運

ば
れ
た
病
院
に
は
、
な
ん
と
脳
外
科
が
な

か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
10
年
ほ
ど
、
総

合
病
院
や
リ
ハ
ビ
リ
病
院
で
の
入
院
加
療
、

在
宅
で
の
療
養
と
、
日
本
の
医
療
の
現
場

を
こ
の
目
で
見
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
の
医
療
制
度
は
国
民
皆
保
険
に
よ

社
会
性
の
高
い
事
業
が	

患
者
側
だ
け
で
な
く	

医
療
界
か
ら
も
高
く
評
価

─「
四
大
疾
病
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
」の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

精
密
検
査
・
確
定
診
断
を
行
う
、
数
多
く

の
医
療
機
関
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ
う
に

な
さ
っ
た
の
で
す
か
。

　

弊
社
で
は
、
15
年
前
か
ら
専
門
医
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る「
ド
ク
タ
ー 

オ
ブ 

ド
ク
タ
ー
ズ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
構
築
し
、

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
や
優
秀
専
門
臨
床

医
の
ご
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

い
ち
民
間
企
業
が
手
が
け
る
こ
と
に
対
し

て
は
、
当
初
医
療
界
か
ら
ご
批
判
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
日

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
日
野
原
重
明
先
生
を

は
じ
め
、
全
国
の
旧
帝
大
の
名
誉
教
授
ク

12

尿
病
を
加
え
た
も
の
で
す
。

─
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
構

想
し
た
の
で
す
か
。

　

糖
尿
病
を
例
に
と
る
と
、
健
診
で「
要

治
療
」と
判
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

受
診
し
な
い
、
受
診
し
て
も
治
療
し
な
い

“
放
置
群
”が
、
約
4
割
に
も
達
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
4
割
の
方
々
に
、
確
実
に
受
診
し
、

治
療
を
継
続
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
重
症
化

を
食
い
止
め
、
人
工
透
析
に
な
る
の
を
防

ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
、
企
業
や
健
保

組
合
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
コ
ラ
ボ

ヘ
ル
ス
、
健
康
経
営
に
大
き
く
寄
与
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

in FOCUS Interview



健康
トレンド
ワード

Health
   Trend
 Word 

キャリアショック
いまある仕事が10年後も存在するとは限らない
変化が激しい時代に個人、企業はどう対処すべきか

て続けることは、どこかで自分に
無理を強いるため、ストレスや疲労
感を募らせることになると指摘して
いる。その反対に、強い動機や興
味があれば主体的に取り組むこと
ができ、おのずとパフォーマンスが
上がるということだ。
　また、「いま」という時代を認識し、
世の中の動向を読むことも大切だ
という。 その際、ビジネス書な
どを読み知識を増やすだけでなく、
過去の流れや理論まで学び、今後
の動向を読む力を身につけること
がカギとなる。普遍性の高い学び
は、変化に応じて行動する応用力
と柔軟性を高めてくれることだろう。
　自分の目指す姿や価値観を明確
にし、それらを踏まえて日々の主体
的取り組みを積み重ねていくことも
必要だ。そのためには5～10年先
の目標から逆算して細かい計画を
立てるのではなく、100日単位の
短期的な目標を立ててそれに向か
う、というアクションをつなげてい
くことを高橋氏は勧めている。これ
により、変化に適応しながらキャリ
アを切り開くことが可能となる。

キャリア自律が高まると	
経営的なメリットに	
つながる

　一方、企業は何をすべきなのか。
高橋氏は同書のなかで、企業が行
うべきアクションをいくつか紹介し
ているが、何よりも重要なのは、キャ
リア自律を前提とした「知的資本経
営※2」のマネジメントへの仕組みに
変えることだとしている。

キャリアは積み上げても	
〝陳腐化〟していく	
という考え

　キャリアショックとは、日本のキャ
リア研究の第一人者である高橋俊
介氏が同名の著書※1で提唱した概
念で、「自分が描いてきたキャリア
の将来像が、予期しない環境変化
や状況変化により、短期間のうち
に崩壊してしまうこと」である。
　終身雇用や年功序列が当たり前
だった時代は、10年後、20年後
の長期目標に向けて、計画的にキャ
リアを積み上げていくのがキャリア
デザインの考え方であった。しかし
グローバル化、IT化、AI導入など
で変化が激しい現代、いまある仕
事が10年後も存在するとは限らず、
将来像を明確に描くことは難しい。
　高橋氏は同書のなかで、現代は
求められるスキルや人材像がどん
どん変わるため、積み上げてきた
キャリアが〝陳腐化〟してしまうと指
摘。こうした現状において求めら
れているのは、個人が自律的にキャ
リアをつくっていくことだという。

〝受け売り〟ではなく	
自分の頭で考え	
判断する力を

　では、先の見えない時代に、個
人は何をすべきだろうか。
　高橋氏は、まずは自分が意欲的
に取り組めるのはどんな仕事なの
か、その「動機」を知ることが重要
だとしている。自分の動機に合わ
ない、または苦手な業務を努力し

　まずは、年功序列の人事制度を、
社内の人材市場に合ったものに転
換する。そのためには、「本人の意
思（動機）」「会社の必要性」「本人が
期待役割を果たすだけのポテンシャ
ルを持っているか」という、3つの
要素をマッチさせ、社内人材を整
備する必要がある。
　これに加えて、本当の意味での
成果主義を実施する。 年齢、性
別、社内外、国籍などにかかわら
ず、意欲と能力の高い人材を発掘
し、重要なポストに抜擢して積極
的にチャンスを与える。そして成果
を出した人には、報酬で応える。
　また、キャリア自律支援プログラ
ムを提供することも必要だ。キャリ
アカウンセリングを行うのはもちろ
ん、従業員同士がキャリアデザイ
ンなどにおける悩みや体験談を共
有できる仕組みを、ウェブ上につく
ることも有効だという。
　さらに、社内公募を充実させる、
選択型の研修制度を多く設けるな
ど、多様な選択肢を用意して「自由
選択」の仕組みを整備することも非
常に重要なのだという。「選択する」
というアクションは従業員の主体性
を引き出し、自律的なキャリア形成
につながるはずだ。
　従業員のキャリア自律を支援する
ことは、個々の成長のみならず企
業の経営面でもプラスの効果をも
たらす。自律した従業員が増える
ことによって、企業全体の生産性
が高まるのはもちろん、時代の流
れを読める従業員たちは、企業の
窮地を救ってくれることだろう。

※1　高橋俊介著『キャリアショック―どうすればアナタは自分でキャリアを切り開けるのか？』（東洋経済新報社、2000）。
※2　企業の根に当たる見えない価値「知的資本」を発掘し、育て、高めることで持続的成長を実現していく経営手法。
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フ
ラ
ン
ス
の
改
正
労
働
法
で	

新
た
に
保
障
さ
れ
た	

「
ア
ク
セ
ス
遮
断
権
」

　
フ
ラ
ン
ス
で
今
年
1
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
労
働

法
で
は
、
新
た
に
、
従
業
員
が
休
息
時
間
や
休
暇
の

間
に
、
職
業
上
の
情
報
通
信
機
器（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
）に
接
続
さ

れ
な
い
権
利
と
し
て
、「
ア
ク
セ
ス
遮
断
権
」（droit 

à la déconnexion

）が
保
障
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
の
情
報
通
信
技
術
の
発
達
に
伴
っ
て
生
じ
た

職
業
生
活
と
私
生
活
の
不
均
か
ら
従
業
員
の
私
生
活

を
確
保
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本

で
も
新
聞
各
紙
が
報
じ
る
な
ど
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
改
正
労
働
法
で
も
、
ア

ク
セ
ス
遮
断
権
は
正
面
か
ら
保
障
さ
れ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
使
用
者
に
は
、「
従
業
員
に
よ
る
ア

ク
セ
ス
遮
断
権
の
行
使
方
法
」と「
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

の
利
用
規
制
」に
つ
い
て
交
渉
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
遮
断
権
に
つ
い

て
従
業
員
と
の
間
で
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
ま
で
は

義
務
付
け
ら
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
義
務
違

反
に
対
し
て
使
用
者
に
罰
則
も
な
い
た
め
、
ア
ク
セ

ス
遮
断
権
の
保
障
に
つ
い
て
不
十
分
さ
も
残
す
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
へ
の
過
剰
な
接
続

が
も
た
ら
す
新
た
な
労
働
に
お
け
る
問
題
を
解
消
す

る
糸
口
と
な
る
も
の
と
し
て
、
注
目
を
す
べ
き
法
改

正
と
い
え
ま
す
。

就
業
規
則
で
定
め
が
あ
れ
ば	

所
定
時
間
外
及
び	

休
日
の
業
務
命
令
は	

問
題
な
い
が
…
…

　
日
本
に
お
い
て
は
、
現
行
法
上
、
上
記
フ
ラ
ン
ス

の
改
正
労
働
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
ア
ク
セ

ス
遮
断
権
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

就
業
規
則
上
で
所
定
時
間
外
及
び
休
日
に
業
務
命
令

す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
、
会

社
は
従
業
員
に
対
し
て
業
務
指
示
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
も
っ
と
も
、
労
働
基
準
法
上
、
会
社
は
1
週
間
に

つ
い
て
40
時
間
、
1
日
に
つ
い
て
8
時
間
を
超
え
て

従
業
員
に
対
し
て
労
働
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す（
労
基
法
32
条
1
項
、
2
項
）。

　
こ
の
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
従
業
員
に
労
働
を

さ
せ
る
場
合
に
は
、
従
業
員
の
過
半
数
を
組
織
す
る

労
働
組
合
、
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
、
従
業
員
の
過

半
数
を
代
表
す
る
者
と
労
使
協
定（
い
わ
ゆ
る
36
協

定
）を
締
結
し
、
協
定
書
を
労
働
基
準
監
督
署
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
労
基
法
36
条
1
項
）。
ま

た
、
労
使
協
定
を
締
結
し
て
い
て
も
、
法
定
休
日
や

法
定
時
間
を
超
え
て
会
社
が
従
業
員
に
労
働
を
さ
せ

る
場
合
に
は
、
労
働
基
準
法
の
所
定
の
割
増
賃
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん（
労
基
法
37
条
）。

法律相談Q&A

小
笠
原
耕
司
弁
護
士

小
笠
原
六
川
国
際
総
合
法
律
事
務
所 

代
表

１
９
８
４
年
、一
橋
大
学
法
学
部

卒
業
。現
在
、小
笠
原
六
川
国
際

総
合
法
律
事
務
所
の
代
表
弁
護

士
を
務
め
る
ほ
か
、青
山
学
院
大

学
講
師
と
し
て
教
壇
に
立
つ
。講

演
や
セ
ミ
ナ
ー
等
で
も
活
躍
し
、

内
容
は
企
業
・
金
融
法
務
の
実
務

に
即
し
た
も
の
か
ら
社
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
労
務
管
理
、人

材
面
を
主
眼
と
し
た
法
律
問
題

ま
で
幅
広
い
。著
書
は『
安
全
配

慮
義
務
違
反
を
防
ぐ
た
め
の
Ｅ

Ａ
Ｐ（
従
業
員
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
）導
入
の
す
す
め
』（
清
文
社
）

ほ
か
多
数
。
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法
定
時
間
外
労
働
と
な
り
割
増
賃
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
問
題
に
加
え
、

今
後
は「
私
生
活
と
労
働
の
峻
別
」へ
の
配
慮
も
必
要

業
務
時
間
外
や
休
日
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

業
務
指
示
を
す
る
こ
と
に
問
題
な
い
か
？

　
当
社
で
は
、
部
署
間
の
業
務
連
絡
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
あ
る
社
員
か
ら
、「
上
司

が
帰
宅
後
の
深
夜
や
休
日
に
ま
で
業
務
指
示
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
る
た
め
、
24
時
間
心
が

休
ま
ら
な
い
」と
い
う
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　
業
務
時
間
外
や
休
日
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
業
務
指
示
を
す
る
こ
と
は
、
労
働
法
上
、
問

題
に
な
り
ま
す
か
？　
当
面
、
問
題
が
な
く
て
も
、
な
ん
ら
か
の
法
的
な
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
か
？

ご
教
示
く
だ
さ
い
。



た
っ
て
、
1
か
月
当
た
り
お
お
む
ね
80
時
間
を
超
え

る
時
間
外
労
働
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
業
務
と

発
症
の
関
連
性
が
強
い
」と
さ
れ
て
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
上
司
が
勤
務
時
間
外
や
休
日
を
問

わ
ず
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー
ル
で
業
務
指
示
を
出
し
た

結
果
、
時
間
外
労
働
が
1
か
月
で
80
時
間
を
超
え
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
従
業
員
が
業
務
に
起
因
し
た
精

神
疾
患
を
患
っ
た
と
評
価
さ
れ
、
会
社
は
安
全
配
慮

義
務
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
も
私
生
活
と	

労
働
を
峻
別
す
る
方
向
で	

法
改
正
が
進
ん
で
い
る

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、

　
本
件
に
つ
い
て
、
上
司
か
ら
従
業
員
へ
の
業
務
指

示
及
び
そ
れ
に
従
っ
た
従
業
員
の
業
務
が「
使
用
者

の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
た
も
の
」で
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
業
務
に
要
し
た
時
間
は「
労
働
時
間
」に
該

当
し
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー
ル
の
内
容
に
も
よ
り
ま
す
が
、

上
司
か
ら
時
間
外
や
休
日
に
対
応
す
る
よ
う
な
指
示

を
内
容
と
す
る
よ
う
な
場
合
な
ど
は
、
労
働
時
間
と

な
り
、
会
社
は
従
業
員
に
対
し
て
割
増
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
周
知
の
と
お
り
長
時
間
労
働
は
従
業
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準（
平

13
・
12
・
12
基
発
１
０
６
３
号
）に
お
い
て
は
、
対

象
疾
病
の「
発
症
前
1
か
月
間
に
お
お
む
ね
１
０
０

時
間
又
は
発
症
前
2
か
月
間
な
い
し
6
か
月
間
に
わ

Legal
Consultation

労
災
等
法
律
の

専
門
家
へ
の

質
問
を
募
集
中

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
労
災
に
つ
い
て
の

疑
問
な
ど
、
小
笠
原
弁
護
士
に

聞
い
て
み
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
下
記
ま
で

メ
ー
ル
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

m
report@

t-pec.co.jp
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◆就業規則に法定時間外や休日に業務指示を
することができる旨を定め、また、法定時
間外労働に関する「36協定」を締結し労働基
準監督署に提出している場合には、休日や
業務時間外であってもLINEやEメールで業
務指示をすること自体は、法律上問題ない。

◆しかしながら、上司からのLINEやEメール
等での指示に従って従業員が業務を行い、
それが「労働時間」と評価される場合には、
会社は従業員に対し割増賃金を支払わなけ
ればならない。

◆また、長時間労働は従業員のメンタルヘル
スに大きな影響を与え、うつ病や過労死の
大きな要因となる。業務時間外のLINEでの
業務指示のみが直接的な原因となるわけで
はないが、それが一つの要因となってメン
タルヘルス不調を発症すれば、会社の安全
配慮義務違反が問われ、損害賠償責任を負
う可能性はある。
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簡易認知機能確認スケール
「あたまの健康チェック」

発見が早期であればあるほど、予防治療効果、遅延効果が高いとされてい
る認知症。ティーペックは、微細な認知機能の変化を高精度で客観的に
確認できる簡易チェックテストをより多くの方に受けていただけるよう、幅
広く支援いたします。

集団禁煙プログラム
健康経営の一環として、自発的に禁煙を目指す職場環境を構築する新し
い禁煙方法です。従来の個別支援型禁煙プログラムと比較して、高い禁
煙目標の達成を可能とし、社員の生産性向上と健康度向上に貢献します。

メンタルヘルス研修サービス
組織の生産性向上やメンタルヘルス対策を推進する上で、「研修」は重要
な取り組みのひとつです。企業や団体ごと、職種や職場ごとに抱えてい
る課題や問題点に合わせたプログラムを実施いたします。

からだの健康チェック
国立研究開発法人国立がん研究センターが、日本人男女10万人を対象とし
て20年にわたり行った追跡調査により得られた科学的根拠に基づき、が
ん罹患リスクや脳卒中発症リスクを診断します。個人への生活習慣改善の
動機付けや集団ごとのリスク分析により、健康経営に活用できます。

T-PEC医療機関検索
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T - P E C ・ I N F O R M A T I O N

T-PECストレスチェック
労働安全衛生法の改正により義務化されたストレスチェックに対応した
サービスです。57問や80問のストレスチェックの実施から医師面接ま
でワンストップで対応いたします。

こころのサポートシステム®
全国約230ヶ所のカウンセリングネットワークによる面談カウンセリン
グサービスです。メンタルヘルス対策事業をより一層充実し、従業員の
方々がこころの問題を早期に解決するお手伝いをいたします。

ドクターオブドクターズネットワーク®
日本の医学界を代表する各専門分野の総合相談医によるセカンドオピ
ニオンサービスと、国内有数の医療機関との提携による、受診手配・紹介
サービスをご提供しております。

ハロー健康相談24®
医療の専門家が24時間・年中無休体制で健康・医療・介護・育児・メ
ンタルヘルスのご相談に専用ダイヤルで対応しております。サービス提
供開始から1,800万件を超えるご相談をいただいております。

冊子名Cept（セプト）について：Ceptは、ラテン語のcapere (つかむ)に由来。「最新情報、トレンドをキャッチする。未来、健康をつかむ」という意味を込めています。

● 本　　社
〒110-0005 東京都台東区上野5丁目6番10号 HF上野ビルディング
TEL. 03-3839-1100（代）　FAX. 03-3839-1101

● 新宿支店
〒151-0053 東京都渋谷区代々木2丁目2番13号 新宿TRビル
TEL. 03-3839-1130（代）　FAX. 03-5371-0831

● 品川支店
〒108-0075 東京都港区港南1丁目7番18号 A-PLACE東品川
TEL. 03-3839-1540（代）　FAX. 03-3450-7037

● 名古屋支店
〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅3-24-14 LCビルディング
TEL. 052-446-6795（代）　FAX. 052-446-6796

● 大阪支店
〒541-0048 大阪府大阪市中央区瓦町2丁目6番6号 ミラータワービル
TEL. 06-6226-5611（代）　FAX. 06-6233-8758

http://www.t-pec.co.jp/

●日本全国（約16万件）の「専門病院」「大
学病院」「地域の病院」「クリニック〈開業
医〉」等を無償で検索できます。

●専門医療検索ができます。

　「小児科系」「産婦人科系」「内科系」「耳
鼻咽喉科系」「眼科系」「整形外科系」
「外科系」「歯科系」「泌尿器科系」「皮
膚科系」「脳神経外科系」「麻酔科系」
「循環器科系」

●「人間ドック」と「メンタルヘルス」専門
の検索ページがございます。

●先進医療に関する情報を検索できます。

……お気軽に、ご利用ください。

｢医療機関情報｣を
一般公開しておりますので

ぜひご利用ください

http://t-pec.jp/

※PC、タブレット、スマートフォンおよび携帯電話は、上記の
URLにてアクセス可能です。但し、一部、PC、タブレット、ス
マートフォンおよび携帯電話では、インターネットブラウザ
の種類・バージョンまたは、機種等により、ご利用頂けない
場合がありますので、予めご容赦願います。また、病院等の
詳細情報の表示画面においても、地図表示の機能が対応さ
れていない場合がありますので、併せてご容赦願います。

携帯電話、スマートフォンからのアクセスは、
上記のＱＲコードをご利用ください。

安心をお届けする各種サービス


